
ふるさとあきたラン ! 仙北大会第9回 秋田25市町村対抗駅伝

　10月16日、大曲支援学校せんぼく
校を主会場に仙北市内循環特設コース

（9区間、33.0km）を走る「第9回秋田
25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラ
ン！仙北大会」が開催されました。
　今年で 9回目の開催となる県内全市
町村が一堂に会し、市町村の代表選手

角館町内の特設コースをたすきでつなぐ角館町内の特設コースをたすきでつなぐ

総合成績
 第1位  大館市 1:44:21
 第2位  秋田市 1:47:34
 第3位  横手市 1:48:55

によるチームで競い合う同大会。セブ
ンイレブン小館店前をスタートした選
手たちは、角館武家屋敷通りなどの角
館町内と白岩地域を結ぶ特設コースを
各チーム 9人でつなぎました。ゴール
となった同校では、選手たちが戻って
くると大きな歓声が上がりました。

　総合優勝は大館市が第1回大会以来
となる栄冠を勝ち取り、仙北市選抜チー
ムは、総合第13位（出場24 チーム）、
市の部門で第11位の成績（1時間57分
26秒）を収めることができました。
　仙北市選抜チームの松本成年監督
は「選手たちの力走が市民の皆さんに

仙北市選抜チームの選手の皆さん。

　

仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
社
会
参
加
し
、
地
域
の
中
で
き
ら
り
と
輝
き
活
躍
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
表
彰
さ
れ
た
４
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
年
齢
は
令
和
４
年
10
月
31
日
現
在
）

令
和
４
年
度

　
旧
田
沢
湖
町
、
仙
北
市

職
員
と
し
て
課
長
、
部
長

職
な
ど
を
歴
任
し
定
年
退

職
後
に
は
仙
北
市
副
市
長

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
仙
北
市
地
域
運

営
体
第
１
号
の
田
沢
地
域

運
営
体
「
荷
葉
」
の
設
立

に
積
極
的
に
取
り
込
み
、

初
代
事
務
局
長
に
就
任

し
、
運
営
体
の
事
業
・
農

村
喫
茶
「
た
ざ
わ
」
を
設

置
し
地
域
の
憩
い
の
場
に

さ
れ
た
ほ
か
、
田
沢
地
域

の
様
々
な
課
題
解
決
や
発

展
な
ど
に
尽
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
運
営
体
の
顧
問

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど

多
方
面
で
活
動
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

浦
山 

清
悦 

さ
ん

（
76
歳 

田
沢
湖
田
沢
）

　
茶
立
て
の
清
水
を
守
る

会
代
表
と
し
て
、
国
道

３
４
１
号
沿
い
に
あ
る
茶

立
て
の
清
水
が
平
成
２
年

に
設
置
さ
れ
て
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
30
年
以
上
の

長
き
に
わ
た
り
清
水
周
辺

の
清
掃
活
動
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
か
ら
の

協
力
金
を
社
会
福
祉
協
議

会
や
ユ
ニ
セ
フ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
国

境
な
き
医
師
団
な
ど
に
寄

付
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地

域
の
社
会
福
祉
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
昨
年
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

（
個
人
）
と
し
て
功
労
厚

生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

青
柳 

征 

さ
ん

（
77
歳 

田
沢
湖
生
保
内
）

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

事
業
の
一
つ
「
若
帰
り
教

室
」
で
行
わ
れ
た
フ
ッ
ト

セ
ラ
ピ
ー
（
足
裏
教
室
）

の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

講
師
の
勧
め
も
あ
り
、フ
ッ

ト
セ
ラ
ピ
ー
の
指
導
資
格

を
取
得
。
そ
の
後
、
平
成

24
年
か
ら
現
在
ま
で
の
約

10
年
間
に
わ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
フ
ッ
ト
セ
ラ

ピ
ー
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
く
ら
フ
レ
ン

ド
サ
ー
ク
ル
（
現
在
会
員

25
人
）
を
立
ち
上
げ
、
市

内
各
地
区
か
ら
参
加
の
会

員
と
と
も
に
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
に
角
館
交
流

セ
ン
タ
ー
で
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
い
、
地
域
の
交
流

推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。 船

山 

カ
ツ
子 

さ
ん

（
79
歳 

田
沢
湖
梅
沢
）

　

角
館
中
学
校
卒
業
後
、

家
業
の
鍛
冶
屋
を
継
承
。

鍛
冶
屋
を
や
め
た
後
に
は

角
館
樺
細
工
伝
承
館
に
鞴

（
ふ
い
ご
）
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
機
具
屋
に

勤
め
、
現
在
も
農
機
具
に

不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
は
す
ぐ
に
駆
け
付
け
、

修
理
を
行
う
な
ど
、
農
家

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
神
社
・
仏
閣
行

事
に
積
極
的
に
参
加
、
長

年
に
わ
た
り
奉
仕
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
高
齢

者
に
対
す
る
支
援（
病
院
、

検
診
等
）
や
町
内
会
の
役

員
を
務
め
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
の
活
動
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅 

貞
雄 

さ
ん

（
88
歳 

角
館
町
西
野
川
原
）

地
域

き
表
彰

　
10
月
30
日
、
東
京
都
立
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
（
東

京
都
港
区
）
で
、
あ
き
た
ま
る

ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
は
秋
田
県
、
秋
田
労
働
局
な

ど
が
主
催
の
秋
田
へ
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
し
た
就
職
や
移
住
の
相
談

会
・
展
示
会
で
す
。
県
内
企
業

の
採
用
担
当
者
や
市
町
村
の
移

住
担
当
者
が
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者

の
相
談
に
お
応
え
す
る
も
の

で
、
仙
北
市
か
ら
は
、
イ
ン
ス

ペ
ッ
ク
㈱
、
㈱
瀧
神
巧
業
、
仙

北
市
役
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
ブ
ー
ス
に
は
、
仙
北

市
出
身
者
や
ご
両
親
が
仙
北
市

出
身
の
方
、
親
友
が
仙
北
市
に

い
る
方
な
ど
様
々
な
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
相
談
者
の
中
に
は
市
内
移
動

の
不
安
を
述
べ
る
方
も
お
り
、

よ
ぶ
の
る
角
館
や
た
っ
こ
ち
ゃ

ん
モ
ビ
の
新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
に
興
味

を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
き
た
ま
る
ご
と

　
　
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
に

出
展
し
ま
し
た
！

首
都
圏
な
ど
か
ら
県
内
へ
の
転
職
や

移
住
促
進
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ま
た
、
仙
北
市
ブ
ー
ス
を
訪

れ
た
方
々
は
仙
北
市
の
伝
統
や

自
然
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ

て
、
仙
北
市
に
移
住
し
た
い
様

子
で
し
た
が
、
転
職
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
市

内
就
職
を
検
討
し
た
い
方
に

は
、
市
内
か
ら
参
加
の
２
社
を

ご
案
内
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
様
々
な
機
会
で
、
移

住
先
と
し
て
の
市
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。A ターンフェアが行われた会場の様子。

　
第
50
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工

芸
展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開

催
さ
れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢

研
吾
さ
ん
の
作
品
「
ひ
び
皮
茶
筒
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は

じ
め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工

芸
品
の
部
に
19
点
、
一
般
品
の
部

に
23
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
50
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

 

秋
田
県
知
事
賞  

ひ
び
皮
茶
筒
／
米
沢
研
吾

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

小
箱
／
三
浦
勇

 

仙
北
市
長
賞   

田
口
鉄
蔵
賞  

抹
茶
入
／
三
浦
勇

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞 

ミ
ニ
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
／
佐
藤
大

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

た
た
み
も
の
カ
フ
ス
（
無
地
皮
）
／
米
沢
研
吾

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

樺
細
工
長
方
小
箱
／
鈴
木
光
男

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

琴
爪
入
れ
／
千
葉
秀
喜

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
ｎ
ｏ
ｉ
ｘ
（
ノ
ア
）
／
㈲
冨
岡
商
店

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  

ひ
び
皮
長
方
小
箱
／
鈴
木
光
男

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
入
／
鈴
木
保

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

素
箱 

十
二
角
盆
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

線
香
筒
／
鈴
木
保

 
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

名
刺
入
（
Ｌ
）
／
㈲
冨
岡
商
店

 
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

ウ
ォ
ー
ル
シ
ェ
ル
フ
／
㈱
八
柳

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

樺
二
色
組
替
茶
入
／
荒
川
慶
太
郎

秋
田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
米

沢
さ
ん
の
作
品「
ひ
び
皮
茶
筒
」。 秋田県知事賞を受賞した米沢研吾さん（右）。

勇気と元気を与えたと
思う」と振り返りまし
た。また、1区を走っ
た草彅碧羽さん（神代
小・6年）は「スタート
地点は応援もすごく緊
張した。郡の陸上大会
1000m の種目で 2位
になり、優勝した選手
をライバルとして練習
してきた。そのライバ
ルにこの大会で勝つこ
とができたし、タイム
的にも満足できる走り
ができてよかった」と
話しました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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10
月
30
日
、
角
館
図
書
館

後
援
会
主
催
「
第
60
回
文
化

講
演
会
」
が
角
館
樺
細
工
伝

承
館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
な

ど
１
１
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
講
師
に
芥
川
賞
や
女
流
文

学
賞
、
谷
崎
潤
一
郎
賞
な
ど
、

数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て

い
る
作
家
の
川
上
弘
美
さ
ん

を
迎
え
、「
秋
田
の
俳
人 

石

井
露
月
と
安
井
浩
司
を
読
み

つ
つ
ー
小
説
を
書
く
こ
と
と

俳
句
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え

る
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
川
上
さ
ん
は
、
俳

句
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
正

岡
子
規
や
高
浜
虚
子
の
ほ
か
、

劇
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
た

寺
山
修
司
な
ど
の
俳
句
を
解

説
。
秋
田
の
俳
人
・
石
井
露

月
と
安
井
浩
司
の
作
品
も
紹

介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や

意
図
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

書
く
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
「
も
の
を
つ

く
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
先

人
た
ち
が
つ
く
っ
て
き
た
も

の
に
準
拠
し
つ
つ
、
自
分
が

ほ
ん
の
少
し
の
新
し
い
こ
と

を
足
し
て
い
く
こ
と
の
よ
う

な
気
が
す
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
俳
句
は
短
い
か
ら

色
々
な
解
釈
が
で
き
る
。
こ

れ
は
小
説
に
も
関
係
し
て
い

て
、
小
説
を
読
む
と
い
う
こ

と
は
そ
れ
だ
け
自
由
な
こ
と
。

私
が
書
い
た
小
説
も
自
由
に

読
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
講
演
後
に
は
川
上
さ
ん
の

サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
方
々
が
列
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。

講
演
す
る
川
上
弘
美
さ
ん
。

作
家
の
川
上
弘
美
さ
ん
が
講
演

角
館
図
書
館
後
援
会
主
催 

第
60
回
文
化
講
演
会

　10 月 23 日、戊辰戦争において角館の歴史的町並みを救い、
異境の地に散った大村藩少年鼓手、濱田謹吾少年の銅像建立
35 周年記念式典および祝賀会が、戊申会の主催により盛大に
開催されました。
　薗田裕史大村市長、村崎浩史大村市議会議長、大村市吾往会
など総勢 46 人が遠路来訪され、多数の仙北市関係者とともに
濱田少年、大村藩士への追悼と感謝の念を新たにし、両市の友
好がさらに深まる記念事業となりました。

濱田謹吾銅像建立 35 周年記念式典冥福祈り友好誓う

天神山で開催された銅像建立 35 周年記念式典の様子。

　10 月 30 日、市役所角館庁舎で「樺細工で生まれ変わった奇跡のピ
アノコンサート 2022」が開催されました。コンサートは、仙北市と
Oto を楽しむ会（安藤満里代表）の共催により行われ、会場には演奏を
聞こうとおよそ 80 人が訪れました。
　同会は、神代小学校改築に伴い廃棄される予定だったグランドピアノ
に樺細工を施し、以後「樺細工で生まれ変わった奇跡のピアノ」として
市内でコンサートなどを開催しています。
　この日は、秋田県内を中心に活躍する伊藤伸さん、野尻弘子さん、浦
恵美さん、そして安藤代表が出演。はじめに伊藤さんがシューマンの「ト
ロイメライ」やドビュッシーの「夢」など計 6 曲を披露。訪れた方々は
美しい音色に聞き入っていました。
　また、浦さんのピアノ演奏にあわせて野尻さんが歌声を披露したほか、最
後に安藤代表がクラリネットで加わり、華麗な演奏が会場に響き渡りました。

美しい音色が会場包む

樺細工で生まれ変わった
奇跡のピアノコンサート

伊
藤
伸
さ
ん
が
弾
く
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
音

色
が
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
、
桧
木
内
川
河
川
公
園
で
、
こ
ど
も
園
の
園
児

た
ち
を
対
象
に
建
設
重
機
体
験
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
と
一
般

社
団
法
人
秋
田
県
仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会
、
同
協
会
女
性

部
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
、ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
、

な
か
せ
ん
ワ
イ
ワ
イ
ら
ん
ど
（
大
仙
市
）
の
年
長
組
の
園
児

た
ち
あ
わ
せ
て
42
人
が
参
加
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
園

児
た
ち
は
、
高
所
作
業
車
に
乗
っ
て
み
た
り
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
に
乗
車
し
、
実
際
に
レ
バ
ー
な
ど

を
操
作
し
て
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ク
車
で

重
い
荷
物
が
吊
り
上
げ
ら
れ
る
と
園
児
た
ち
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
の
柏
谷
怜
音
く
ん
は
「
高
所
作
業

車
は
高
く
て
怖
か
っ
た
け
ど
、楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

建
設
重
機
体
験
学
習
会

園
児
た
ち
が
建
設
重
機
に
ふ
れ
る

大
き
い
建
設
重
機
に
園
児
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
ト
ラ
ッ
ク
対
園
児
た
ち
で
綱

引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
、
田
沢
湖
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
で
「
第
26
回
北
浦
・
滴

石
史
談
会
交
歓
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
交
歓
会
は
、
北
浦
史

談
会
と
滴
石
史
談
会
（
岩
手
県
雫

石
町
）
が
相
互
の
交
流
を
深
め
、

歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に

２
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
仙
北
市
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
雫
石
町
の
佐
藤
嘉

彦
教
育
長
と
滴
石
史
談
会
の
会
員

な
ど
18
人
が
来
訪
。
戊
辰
戦
争
の

戦
地
と
な
っ
た
生
保
内
口
の
戦
い

に
つ
い
て
、
関
係
す
る
場
所
を
実
際

に
訪
れ
、歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
年
‐

１
８
６
９
年
）で
は
、久
保
田
藩（
秋

田
藩
）
と
南
部
藩
（
盛
岡
藩
）
が

生
保
内
で
決
戦
。
５
０
０
人
の
兵

士
を
要
す
る
南
部
藩
は
、
国
見
峠

を
越
え
、
本
道
（
秋
田
街
道
）
を

進
む
隊
と
標
高
千
メ
ー
ト
ル
級
の

険
し
い
間
道
（
脇
道
）
を
進
む
隊

の
二
手
に
分
か
れ
て
侵
攻
。
間
道

を
進
ん
だ
隊
の
一
隊
が
武
蔵
野
を

駆
け
進
み
八
幡
堂
林
（
現
生
保
内

神
社
）
を
占
領
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
久
保
田
藩
は
八
幡
堂
林
を
奪

還
、
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た

も
の
の
、
久
保
田
藩
の
勝
利
で
終

第
26
回 

北
浦
・
滴
石
史
談
会
交
歓
会

山
越
え
し
た
南
部
藩
に
驚
き

わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
歓
会
で
は
、
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
フ
ォ
レ
イ
ク
に
展
示
さ
れ
て

い
る
田
沢
湖
周
辺
の
模
型
を
使
用

し
て
北
浦
史
談
会
の
説
明
に
よ
り

南
部
藩
の
侵
攻
の
足
跡
を
辿
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
最
初
の
戦
場
地

と
な
っ
た
八
幡
堂
林
に
場
所
を
移

し
、
侵
攻
し
て
き
た
山
並
み
を
見

な
が
ら
当
時
の
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
南
部
藩
の
兵
士

が
陣
地
を
設
け
た
と
さ
れ
る
柳
沢

を
実
際
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
両
史
談
会
は
、
交
歓
会
を
通
じ

て
戊
辰
戦
争
の
歴
史
を
共
有
し
、

相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

生
保
内
口
の
戦
い
の
最
初
の
戦
場
地
と
な
っ

た
八
幡
堂
林
（
現
在
の
生
保
内
神
社
）。

　
10
月
30
日
に
仙
北
市
民
会
館
で
仙

北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ド
ロ
ー
ン

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
か
ら
始

ま
り
、今
回
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
か

ら
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
毎
年

素
晴
ら
し
い
映
像
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
映
像
祭
へ
と
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
、
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
３
部
門
に
合
計

１
４
０
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、
注
目

度
の
高
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
部
門
の
審
査
は
、
映
像
作
家
で

あ
る
イ
ノ
マ
タ
ト
シ
さ
ん
を
審
査
員

長
と
し
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
教
授

の
飯
倉
宏
治
さ
ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放

送
局
コ
ン
テ
ン
ツ
セ
ン
タ
ー
長
の
長

野
大
介
さ
ん
、劇
団
わ
ら
び
座
脚
本・

演
出
家
の
栗
城
宏
さ
ん
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
６
人
の
審
査
員
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
な
ら
で
は
の

映
像
を
取
り
入
れ
た
素
晴
ら
し
い
作

品
群
に
審
査
は
難
航
し
ま
し
た
が
、

下
記
の
と
お
り
受
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

仙
北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
回
で
５
回
目
、
世
界
各
国
か
ら
作
品
が
集
ま
る

国
際
空
撮
映
像
コ
ン
テ
ス
ト

－受賞作品 （作品名） －

▶グランプリ／ Killing Me Saltly

▶ネイチャー部門 優秀賞／�守りたい秋田の里地里山 50 秋田県大

仙市大沢郷宿椒沢 （はつかみざわ） 地

域 「秋の日」

▶クリエイティブ部門 優秀賞／ North East Passion

▶観光プロモーション部門 優秀賞／小田原城

▶仙北市長賞／ beautiful tohoku 1 ヶ月しか見れない水没林

▶新人賞／ Winter in Fukushima -Cinematic Japan-

▶審査員特別賞／� “地域を味わう” 小旅行！

　　　　　　　　　　　　～豊岡市日高町神鍋高原～

受賞作品はこちらから
ご覧いただけます。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
加
藤
真
樹
さ
ん
。

& オーディエンス賞

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
こ
の
た
び
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
よ
り
、
仙
北
市
が
「
第
２
期
自
ら
が
拓
く
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
に
も
と
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
「
新
た
な
地

域
社
会
の
形
成
事
業
」
に
対
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
た
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
に
は
、
同
社
の
阪
口
達
彦
秋
田
支
店
長
か

ら
田
口
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
阪
口
秋
田

支
店
長
は
「
県
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
仙
北
市
の
地

域
発
展
に
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
同
社
と
は
令
和
２
年
11
月
13
日
に
地
方
創
生
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴

セ
ミ
ナ
ー
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
・
安
全
運
転
推
進
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
避
難
所
設
営
・
運
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
ア
プ
リ
上
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
営
業
可
能

場
所
と
営
業
希
望
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
ア
プ
リ
の
活

用
し
た
市
役
所
敷
地
内

で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
営

業
の
実
施
や
、
運
転
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
機
能
付

き
運
転
適
性
診
断
機
器

の
市
へ
の
貸
し
出
し
な

ど
で
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
㈱
か
ら

阪
口
支
店
長（
左
）か
ら
田
口
市
長（
右
）

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
18
日
、
大

曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
高
等
部
の

皆
さ
ん
13
人
が
内

陸
線
駅
舎
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、

せ
ん
ぼ
く
校
が
開

校
し
て
か
ら
、
地

域
の
方
や
観
光
で

訪
れ
る
皆
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
駅
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
春
と

秋
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
せ
ん
ぼ

く
校
だ
け
の
取
り
組
み
と
し
て
い
た
活
動
に
、
地

域
の
方
々
と
つ
な
が
り
を
も
つ
機
会
と
し
て
、
今

回
か
ら
賛
同
い
た
だ
け
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
呼

び
か
け
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
角
館
駅
か
ら
内
陸
線
に
乗
車
し
た
13

人
が
西
明
寺
駅
で
6
人
、
八
津
駅
で
7
人
が
下
車

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

西
明
寺
駅
で
は
、
普
段
か
ら
管
理
し
て
い
る
田
村

ア
ヤ
子
さ
ん
も
参
加
。
田
村
さ
ん
は
「
一
人
で
は

で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
、
あ
り
が
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
管
理
す
る
う
え
で
、
夏
の
除

草
と
冬
の
除
雪
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
や
大
変
な

こ
と
を
話
し
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
田
内
陸
線
駅
舎
清
掃
で

地
域
貢
献

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
高
等
部

ホ
ー
ム
や
待
合
室
の
ほ
か
、
駐
車
場
も

清
掃
し
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
、
９
日
に
愛
知
県
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
第
19
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
に
、
角
館
中
学
校

の
田
口
健
成
さ
ん
（
３
年
）、
細
川
瑛
太
さ
ん
（
３

年)

、藤
澤
遥
陽
さ
ん
（
２
年
）、草
彅
史
さ
ん
（
２
年
）

の
４
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
と
い
う
緊
張
感
の
あ

る
中
で
４
人
は
健
闘
し
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
、
11
日
に
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
第
77

回
国
民
体
育
大
会
（
と
ち
ぎ
国
体
）
弓
道
競
技
会
に

は
、
秋
田
県
内
の
国
体
強
化
指
定
選
手
選
考
練
成
会

で
の
選
考
、
第
49
回
東
北
総
合
体
育
大
会
（
ミ
ニ
国

体
）
を
第
３
位
入
賞
で
勝
ち
進
ん
だ
秋
田
県
成
年
女

子
チ
ー
ム
が
出
場
。
同
チ
ー
ム
に
は
、
角
館
大
弓
会

か
ら
齊
藤
千
明
さ
ん
が
監
督
、
齊
藤
美
喜
子
さ
ん
が

コ
ー
チ
、
田
口
朱
実
さ
ん
と
佐
川
和
花
さ
ん
が
選
手

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
予
選
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た

同
チ
ー
ム
は
、
来
年
以
降
に
つ
な
が
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
68
回
秋
田
県

勤
労
者
弓
道
大
会
で
は
、
仙
北
市
役
所
が
事
業
所
と

し
て
出
場
し
、
団
体
戦
に
藤
田
純
葵
さ
ん
、
小
田
野

直
光
さ
ん
、
阿
部
晃
之
さ
ん
の
３
人
、
個
人
戦
に
雲

雀
大
亮
さ
ん
、
柴
田
文
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
団

体
戦
で
は
、
見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
来
年
６
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
勤
労
者
弓
道
大
会
へ
の
出
場
権

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
阿
部
さ
ん
が
個

人
優
勝
、
藤
田
選
手
が
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
角
館
大
弓
会
で
は
、
角
館
武
道
館
弓
道
場
で
毎
週

月
・
水
・
金
の
19
時
～
21
時
ま
で
稽
古
を
行
っ
て
い

ま
す
。
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
弓
道
に
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

国民体育大会に出場した秋田県成年女子チーム。

角
館
大
弓
会
が
全
国
大
会
な
ど
で
大
躍
進

全国中学生弓道大会に出場した（左から）草彅
史さん、細川瑛太さん、田口健成さん、藤澤遥
陽さん。

秋田県勤労者弓道大会で団体優勝した仙北市役
所の（左から）藤田純葵さん、小田野直光さん、
阿部晃之さん。

　10 月６日から 10 日にかけて、５年に１度の和
牛品評会「全国和牛能力共進会（全共）」が鹿児島
県で開催されました。
　和牛の改良の成果を競い合う全共。JA 秋田おば
こ管内からは田口とみ子さんと相馬勲さんが出品
した２頭を含む４頭が秋田県代表として出品され、
一等四席になりました。
　また、全共にこれまで３回以上出品した田口春
美さん、相馬勲さん、伊藤則夫さんが全国和牛登
録協会より功労者表彰を受賞しました。

右
か
ら
相
馬
勲
さ
ん
、
田
口
と
み
子
さ
ん
、

田
口
春
美
さ
ん
、
伊
藤
則
夫
さ
ん
の
奥
様

の
伊
藤
瞳
さ
ん
。

田口春美さん・相馬勲さん・
伊藤則夫さんが功労者表彰を受賞

第 12 回全国和牛能力共進会

田
口
と
み
子
さ
ん
が
出
品
し
た

は
る
に
し
き
４
６
４
号
。

相
馬
勲
さ
ん
が
出
品
し
た
こ
ま

く
さ
１
０
３
号
。

　
10
月
15
日
、
令

和
４
年
度
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
秋
田
県
予

選
会
兼
東
北
選
抜

春
季
大
会
秋
田
県

予
選
会
が
大
館
市

高
館
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、澤
山
心
咲（
仙

北
市
ジ
ュ
ニ
ア
）・

加
藤
千
尋
（
仙
北

ス
ポ
少
）
ペ
ア
が

小
学
校
５
年
女
子

の
部
で
第
３
位
に

入
り
ま
し
た
。

　
23
ペ
ア
が
出
場

し
た
同
部
で
澤

山
・
加
藤
ペ
ア
は
、
予
選
リ
ー
グ
を

順
当
に
突
破
。
惜
し
く
も
準
決
勝
で

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
３
位
と
な
り
、

来
年
３
月
に
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
る
東
北
選
抜
春
季
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

澤
山
心
咲
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小
5
年
）
と
加
藤

千
尋
さ
ん
（
左
・
太
田
東
小
５
年
）
ペ
ア
。

澤山・加藤ペアが第 3 位に

令和 4 年度全国小学生ソフトテニス大会
秋田県予選会兼東北選抜春季大会秋田県予選会

　
10
月
22
日
、
思
い
出
の
潟
分
校
を

会
場
に「
台
湾
に
行
き
た
く
な
る
！
」

が
開
催
さ
れ
、
会
場
で
は
台
湾
の
味

や
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
台
湾

の
魅
力
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
田
沢
湖
と
台
湾
の
澄
清

湖
が
姉
妹
湖
提
携
35
周
年
に
な
る
こ

と
か
ら
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

仙
北
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
角
煮
バ
ー
ガ
ー
や
台
湾

カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
台
湾
に
ち
な
ん
だ

商
品
が
販
売
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

お
客
さ
ま
は
目
当
て
の
品
物
を
購
入

し
、
売
り
切
れ
の
品
物
が
続
出
。
台

湾
の
お
茶
を
振
る
舞
う
お
茶
会
で

は
、
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
10

人
が
、
壺
中
天 

高
橋
司
さ
ん
を
講

師
に
４
種
類
の
お
茶
の
淹
れ
方
を

教
わ
り
な
が
ら
お
茶
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
台
湾
図
書
の
展

示
を
し
て
お
り
、
市
民
に
台
湾
の
文

化
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
台
湾
人
の
父
と
日
本

人
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
、
幼
少
期

を
台
湾
で
過
ご
し
た
一
青
妙
さ
ん
が

「
仙
北
市
と
台
湾
を
つ
な
ぐ
二
つ
の

鍵 

高
雄
澄
清
湖
と
台
北
北
投
温
泉
」

を
演
題
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
青
さ
ん
は
、
作
家
、
女
優
、
歯
科

医
と
し
て
活
躍
し
、
台
湾
台
南
市
の

「
台
湾
に
行
き
た
く
な
る
！
」イ
ベ
ン
ト
開
催

田
沢
湖
×
台
湾
澄
清
湖
姉
妹
湖
提
携
35
周
年
記
念
事
業

親
善
大
使
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
講
演
で
は
「
台
湾
と
二
つ
の
提
携

が
あ
る
自
治
体
は
私
が
知
る
限
り
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
こ
と
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
お
互
い
に
こ
の
提
携

を
も
っ
と
利
用
し
て
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
す
る
形
に
な
る
と
い
い
。
東
京
や

関
西
に
比
べ
、
台
湾
人
が
東
北
を
訪

れ
る
数
が
少
な
い
。
逆
に
、
台
湾
人

が
行
っ
て
み
た
い
、
興
味
を
持
っ
て

い
る
の
が
東
北
と
答
え
る
の
が
１
位

と
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
観
光
大
使
と
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
こ
の
仙
北
市
の
よ
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
絆
を
よ
り
太
く
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
は
、
11
月
末
ま
で
続
い

て
お
り
、
11
月
２
日
～
30
日
ま
で
田

沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
澄
清
湖
写

真
展
、
11
月
23
日
に
仙
北
市
民
会
館

で
映
画
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
演
を
行
っ
た
一
青
妙
さ
ん
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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